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物理学 

問題１ 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A と B が動き出す直前の静止状態にあるときの A と B の力のつりあいを

考える。A にはたらく垂直抗力を N、静止摩擦力を f、糸の張力を𝑇0とする

と、 

水平方向： 𝑓 =  𝑇0 

鉛直方向：𝑁 = 𝑚𝑔  ① 

 となる。 

一方、B にはたらく力のつりあいは、 

𝑇0 =  
 3 

4
𝑚𝑔 

である。 

A が滑りだす直前の状態では f = 𝜇0N となっているから、 

𝜇0 =  
𝑓

𝑁
=

𝑇0

𝑚𝑔
=  

 3 

4
 

答 𝜇0 =  
 3 
4
   

 

A と B の加速度の大きさは同じで aである。運動中の糸の張力を T とし、

物体 A と B の運動方程式を考える。 

A については 

𝑚𝑎 = 𝑇 −  𝜇𝑁  ② 

B については 

  3  

4
 𝑚𝑎 =  

  3  

4
𝑚𝑔 − 𝑇     ③ 

② + ③より𝑇を消去して 

𝑚𝑎 +  
 3 

4
𝑚𝑎 =  

 3 

4
𝑚𝑔 − 𝜇𝑁 

① より𝑁 = 𝑚𝑔、𝜇 =  
  1  

3
 なので、𝑎 =  

5

21
𝑔 

答 𝑎 =  
5

21
𝑔  
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(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)の解を(2)の③式に代入して、 

𝑇 =  
 4 

7
𝑚𝑔 

答 𝑇 =  
 4 

7
𝑚𝑔 

B は鉛直下向きに等加速度運動をする。床に達する直前の物体 B の速度の

大きさを𝑣𝐵とすると、(2)で求めた aを代入して、 

𝑣𝐵
2 −  02 = 2𝑎ℎ =

10

21
𝑔ℎ 

 𝑣𝐵 > 0 より 

𝑣𝐵 = √
10

21
𝑔ℎ 

答 √
10

21
𝑔ℎ     
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(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去問題の利用について 

物理学 問題１には、鳥取大学平成 25年前期日程物理Ⅰ・物理Ⅱの問題を改変して利用

しました。  

B が床に達した段階で、A は h だけ移動しており、B とおなじ速さ𝑣𝐵ま

で加速している。A がさらに距離 xだけ移動して静止する状況を考える。A

の水平右向きの加速度を a’とおくと、糸の張力は 0になっているので、A

の運動方程式は、 

𝑚𝑎′ =  −𝜇𝑁 

となる。 

𝑚𝑎′ =  −
 1 

3
𝑚𝑔 

となるので 

𝑎′ =  − 
 1 

3
𝑔 

等加速度運動をしているので、 

 02 − 𝑣𝐵
2 = 2𝑎′𝑥 

(4)で求めた𝑣𝐵
2を代入して、 

0 −
10

21
𝑔ℎ = 2 (−

1

3
𝑔) 𝑥 

𝑥 =  
 5 

7
ℎ 

求める距離 lは 、 

𝑙 = ℎ + 𝑥 =
12

7
ℎ 

 

答 𝑙 =
12

7
ℎ  
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物理学 

問題２ 

(1) 

ア 92 イ 143 

ウ 235 エ 放射線 

オ 放射能 カ ベクレル （Bq） 

 

(2) 

(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)  

 

  

反応前後の質量の差は 

(235.0439 u + 1.0087 u) − (140.9139 u + 91.8973 u + 3 × 1.0087 u) = 0.2153u 

 

 

 

                                         

 

 

答 0.2153u  

反応前後の質量の差は 

0.2153u 

 

よって，発生するエネルギーは 

 𝐸 = ∆𝑚𝑐2 = 0.2153 × 1.66 × 10−27 × (3.0 × 108)2 

= 3.2 × 10−11 J 

                                         

 

 

 

答 3.2 × 10−11 J 
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(c) 

エネルギー 

1.0 kg あたりのウランの放出エネルギー（相当質量）は 
1

235u
 

よって、1.0 kg のウランが放出するエネルギーは 

 

𝐸 = ∆𝑚𝑐2  =
0.2153u×(3.0×108)

2

235u
= 8.2 × 1013 J 

答  8.2 × 1013 J  

 

 

石油の質量 

 

1.0 kg の石油の燃焼による熱量4.2 × 107 J であるので 

石油でウラン相当の熱量を得るには 

8.2×1013

4.2×107 = 2.0 × 106 kg  の石油が必要                 

 

答  2.0 × 106 kg  

 




